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Ｓｑダイナモ電流と関連した南北両半球の地磁気共役点間を流れる沿磁力線電流は大きく分けて朝側（夏半球
から冬半球へ流れる）、正午付近（冬半球から夏半球へ流れる）、夕方側（冬半球から夏半球へ流れる）の３つが理
論的には予想されている。  
エールステッド磁場観測データと中低緯度の地上磁場観測データを用いてこの沿磁力線電流を朝側と正午付近
について調べた所、 上記の理論的予想と概ね一致している。 しかし夕方側の沿磁力線電流は地上磁場からは確認
できていないため衛星のデータによる確認が必要である。  観測からこの沿磁力線電流が経度に強く依存しており、
この原因としてＳｑダイナモ電流の経度依存性が考えられる。 
 
 
Sq ダイナモ電流と関連した南北両半球の地磁気共役点間を流れる沿磁力線電流の存在が理論的に予想されてき
た。  今回は上記電流の効果をOersted 衛星および地上の磁場観測データから確認し, 経度依存性について調べた
結果を報告する。 
Oersted 衛星は極軌道衛星で、14:00LT-02:00LT（1999 年 2 月）の子午面から 07:00-19:00LT（2000 年 6 月）の
子午面を西向きに軌道面を回転させながら飛翔している。 
この沿磁力線電流は大きく分けて朝側（夏半球から冬半球へ流れる）、正午付近（冬半球から夏半球へ流れる）、
夕方側（冬半球から夏半球へ流れる）の３つが理論的には予想されている。   
Oersted 磁場観測データと中低緯度の地上磁場観測データを用いてこの沿磁力線電流を朝側と正午付近につい
て調べたところ、 上記の理論的予想とおおむね一致している。 しかし夕方側の沿磁力線電流は地磁気データから
は確認できていないため衛星のデータによる確認が必要である。  観測からこの沿磁力線電流が経度に強く依存し
ている事が分かった。  すなわち地磁気経度0 度から 45 度の間でこの沿磁力線電流の電流強度、 方向が他の経度
と比べて異なる振る舞いを示す。 この原因として Sq ダイナモ電流の経度依存性が考えられ、主磁場の磁気異常に
強く影響されていると考えられる。       
講演では理論的に予想された夕方側の沿磁力線電流の Oersted 衛星による確認と、 経度依存性に関する主磁場
からの影響について議論する。 


